
2006年 密雲所見元代石刻

森田 憲司

2006年3.月 、森 田は本研 究費 の海 外調 査 の一部 として 、北京 市密 雲 区の密 雲 区

図書館 敷 地 内 に集 め られ た石 刻群 の調査 をお こな った。 その 際 の知 見 につい て 、

かつ て作成 した 「北京 地 区にお け る元朝石 刻 の現況 と文献 」(科 学研究費基盤研究B

「碑刻等史料の総合的分析によるモンゴル帝国 ・元朝の政治 ・経済システムの基礎的研究」

[研究代表者 松田孝一]報 告2002)所 載 の 「北京 地 区現存 元朝 石刻 目録 稿」 の体

裁 に準 じて紹 介 したい。 い ずれ も、 そ こには未 掲 載 の もの で あ る。 連番 の後 の ロ

ー マ字 は 、 この 目録 の 将来 の訂 補 に備 えて、連 番 の 問 に割 り込 め る よ うに付 した

もの で あるが 、北京 所在 の他 の石 刻 と比較 す る際 の 目安 とな る と考 えて 、残 して

お い た。 活 動報 告 を見 て いた だ いて もわ か る よ うに、所 見 の石刻 につ い て、本 科

研 の研 究会 で報告 と 「修 建 霞峯観 碑 」、 とくにその碑 陰 に あ る題名 の検 討 をお こな

った が、 この題 名 は 、 当時の 大都 お よび 大都 周辺 地 区 に関す る興 味深 い 史料 で あ

る と考 え られ る。調 査 時 点で は この碑 林 は誰 で も 自由にア プ ロー チ で き る環境 に

あ ったの で、石 刻研 究 者 で北 京 に赴 かれ る方 は、機 会 が あれ ば一 見 をお勧 め した

い。 なお、密 雲 に は区の博 物館 もあ るが 、元 の石 刻 は 見出せ な か った。

050a大 元 檀州 口谷 修建 霞 峯観 碑銘 井序(蒙 額:修 建 霞峯観 碑)

延祐5年(1318)7月?

密 雲碑 林 に現在(2006年3月 調 査).

※碑 陰に至 元25年 の記 事 と年代 不 詳 の題 名 あ り.

079b重 修 昭 恵霊顕 真君 廟碑 記

至正2年(1342)

密 雲碑 林 に現在(2006年3月 調 査).

プ レー トに は,原 趾 不 詳 とあ り.

100a香 巌寺 功徳 記(題)

至正 丁酉(17年/1357)

大元 古 白口 口口 口口 口建 香巌 記

密 雲碑 林 に現在(2006年3.月 調査).

130故 武 徳将 軍帯金 牌准 蒙 万戸 千戸所 達 魯花 赤蛮 子公 埜

年 次 不明

密 雲碑 林 現在(2006年3月 調査).

プ レー トには,出 干県城 西 門外 橋 下 とあ り.

(も りた けん じ 奈 良大学)
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